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一般会計補正予算質疑
市議会のうごき
６月定例会議決結果
可決された意見書
全国市議会議長会表彰
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５
５

6 月定例会

市議会だより
ば きらい

スマートフォンのQR
コードリーダーで読み
取ることができます。

　令和元年第３回定例会を６月 13 日から 26 日まで
の 14 日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和元年度大阪府茨木市一般
会計補正予算（第１号）」などの市長提出議案、意
見書等を審議しました。

自然宿泊体験学習で、かまどに火を起こす山手台小学校の児童たち（青少年野外活動センター）
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一般会計補正予算質疑

当
事
者
や
家
族
に
届
く
よ
う
、
広
報
誌
等
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

情
報
を
届
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、

７
月
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
支
援

者
向
け
の
講
習
会
等
を
行
い
、
８
月
に
は
市

民
向
け
講
習
会
の
開
催
に
よ
り
、
ひ
き
こ
も

り
支
援
の
現
状
と
課
題
等
を
共
有
し
、
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
当
事
者
や
家
族

が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
ま
た
、
市

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
情

報
の
周
知
、
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

内
閣
府
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
広
義
の
ひ
き

こ
も
り
件
数
は
推
計
値
で
61
・
３
万
人
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
し
た

場
合
、
本
市
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
件
数
の

推
計
値
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
そ
の
推

計
値
は
本
市
で
把
握
し
て
い
る
ひ
き
こ
も

り
件
数
と
大
き
な
乖
離
は
あ
る
か
。

ひ
き
こ
も
り
件
数
の
推
計
は
、
平
成

31
年
４
月
時
点
の
本
市
に
お
け
る

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
口
９
万
５
千
489

人
に
、
広
義
の
ひ
き
こ
も
り
群
（
※
１
）
の

出
現
率
１
・
45
％
を
乗
じ
る
と
、
約
１
千
400

人
と
な
る
。
ま
た
、
本
市
に
お
け
る
中
高
年

の
ひ
き
こ
も
り
件
数
の
把
握
は
し
て
い
な

い
た
め
、
乖
離
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断

は
難
し
い
。

木
造
住
宅
の
各
種
補
助
制
度
に
つ

い
て
、
利
用
者
は
諸
費
用
を
一
旦

全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、

補
助
額
を
差
し
引
い
た
額
を
支
払
い
、
補
助

金
を
自
治
体
が
直
接
業
者
に
支
払
う
代
理

受
領
制
度
を
採
用
す
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
が
、
本
市
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
補
助
要
件
で
は
、
日
本
建
設
防
災
協
会
、

大
阪
府
建
築
士
会
主
催
の
研
修
を
受
け
た

技
術
者
に
し
か
設
計
・
工
事
を
依
頼
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
建
築
士
会
主
催

の
研
修
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

補
助
金
の
代
理
受
領
制
度
に
つ
い

て
は
、
申
請
者
に
と
っ
て
一
時
的

な
支
払
い
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
た
め
、

制
度
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
依

答

木
造
住
宅
に
か
か
る
各
種
制
度
の
改
善
を

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
は
、
中

高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
加
え
、
不

安
定
な
就
労
状
態
の
方
や
、
無
職
の
方
々
に

対
す
る
よ
り
一
層
の
就
労
支
援
が
重
要
と
考

え
る
。
現
在
、
本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
が
連
携
し
、
他
市
に
先
駆
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
案
内
や
情
報
が

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
情
報
発
信
強
化
を

問

答

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
件
数
の
把
握
は

問答

問

昨
年
の
大
阪
北
部
地
震
の
際
、
高

槻
市
の
小
学
校
の
プ
ー
ル
塀
倒
壊

に
よ
る
死
亡
事
故
を
受
け
、
本
市
の
小
中
学

校
46
校
の
う
ち
、
34
校
の
法
令
に
適
合
し
な

い
プ
ー
ル
塀
の
迅
速
な
撤
去
を
進
め
た
こ
と

は
評
価
す
る
。
し
か
し
、
塀
に
代
わ
る
フ
ェ

ン
ス
を
今
年
度
の
プ
ー
ル
授
業
開
始
前
に
は

設
置
完
了
す
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
い
ま
だ

に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
34
校
の
プ
ー
ル
塀

改
修
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
の
理
由
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

プ
ー
ル
塀
改
修
は
、
プ
ー
ル
使
用

前
の
完
成
を
目
指
し
て
い
た
が
、

対
象
の
多
さ
か
ら
内
部
設
計
で
対
応
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
安
全
性
確
保
の

観
点
か
ら
設
計
委
託
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

小
中
学
校
プ
ー
ル
塀
改
修
の
進
捗
は

問答
第３回定例会

　一般会計補正予算質疑を６月
13日、14日の２日間にわたり行
いました。
　主な質疑内容は次のとおりです
が、誌面の都合上、質疑の一部し
か掲載できません。詳しい内容は、
南館１階情報ルーム及び各図書館
に設置している会議録をご覧くだ
さい。また、市議会ホームページ
でもご覧いただけます。（いずれ
も８月中旬予定）

一般会計補正
予算質疑

先
行
し
て
進
め
て
い
た
学
校
の
プ
ー
ル
塀
改

修
の
入
札
が
不
調
に
終
わ
っ
た
た
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。今
後
は
、

再
度
入
札
を
行
い
、
プ
ー
ル
使
用
終
了
後
に

順
次
着
工
し
、
今
年
度
内
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。

頼
可
能
な
技
術
者
に
関
す
る
補
助
要
件
に
つ

い
て
は
、
そ
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
が
業
者
を
確
保
し
や
す
く
な

る
な
ど
、
耐
震
施
策
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
要
件
の
変
更
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
。

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
相
談
等
の
工
夫
を

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓
口
体
制
と

し
て
、
５
圏
域
14
エ
リ
ア
の
地
域

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
浩

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
　
佳

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸
　
孝
之

問

（※１） 広義のひきこもり群 ： 普段、 「趣味の用事のときにだけ外出する」、 「近所のコンビニなどには出かける」、 「自室か
らは出るが、 家からは出ない」、 「自室からほとんど出ない」 といった状態に 6 か月以上ある
人々。  
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一般会計補正予算質疑

市
議
会

だ
よ
り

阪
急
東
２
号
線
の
休
憩
施
設
で
あ

る
本
公
園
に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
的
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
道
路
側
の
植
え
込
み
を

撤
去
し
、開
か
れ
た
形
状
に
す
る
と
と
も
に
、

噴
水
の
利
活
用
や
啓
発
看
板
の
撤
去
、ま
た
、

交
通
環
境
も
含
め
、
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
た

め
の
空
間
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
つ
い

て
、
一
定
の
対
策
は
講
じ
て
い
る
も

の
の
、
４
年
連
続
で
赤
字
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
で
、

市
か
ら
の
補
助
金
、
委
託
料
を
増
額
す
る
こ

と
は
、
赤
字
補
填
を
一
般
会
計
に
押
し
付
け

て
い
る
と
感
じ
る
。
早
急
に
改
善
計
画
を
策

定
し
、
経
営
改
善
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

舟
木
町
ま
ち
か
ど
公
園
は
、
中
心

市
街
地
エ
リ
ア
に
あ
る
が
、
経
年

劣
化
し
た
ベ
ン
チ
や
８
年
間
停
止
し
た
ま

ま
の
噴
水
、
多
数
の
禁
止
看
板
が
あ
る
な

ど
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
に
は
、
公
園
横

の
歩
道
上
に
バ
ス
停
利
用
者
の
行
列
が
で

き
、
歩
道
が
狭
く
な
り
危
険
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
公
園
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、

通
行
の
安
全
確
保
と
バ
ス
停
利
用
者
の
待

合
の
た
め
に
も
、
公
園
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
。 問

児
童
虐
待
に
関
す
る
痛
ま
し
い
事

件
が
相
次
ぐ
中
、
本
市
で
も
虐
待

の
通
告
件
数
が
年
々
増
え
て
い
る
が
、
虐
待

防
止
対
策
強
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
や
、
今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
何
か
。

虐
待
防
止
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

か
ら
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

業
、
母
子
保
健
事
業
の
実
施
や
、
学
校
、
保

育
・
教
育
施
設
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
養
育

支
援
を
要
す
る
家
庭
を
早
期
に
発
見
し
、
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
見
守
り
を
強
化

問

問次
頁
へ
つ
づ
く

阪
急
高
架
沿
い
の
公
園
の
活
用
を

答市議会のうごき

政治倫理条例策定会議
議会広報委員会
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
政治倫理条例策定会議
議会基本条例検証会議
幹事長会

２ 日
12 日

22 日
24 日
25 日

４月

５月
10 日

14 日 ～ 15 日

15 日 ～ 16 日    

16 日 ～ 17 日

20 日
20 日 ～ 21 日

23 日
24 日

29 日

幹事長会
議会運営委員会
本会議（初日）
本会議（２日目）
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）

７ 日

13 日
14 日
24 日

26 日

６月

議会基本条例検証会議行政視察
（滋賀県長浜市）
　　　 建設常任委員会行政視察

（茨城県つくば市、埼玉県草加市）
　　　 総務常任委員会行政視察

（岡山県倉敷市、高梁市）
　　　 文教常任委員会行政視察

（三重県松阪市、志摩市）
幹事長会
　　　 民生常任委員会行政視察

（富山県南砺市、富山市）
総務常任委員協議会
市民会館跡地等整備対策特別委
員会
議会基本条例検証会議
議会広報委員会

答

舟木町まちかど公園

す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
寄
り
添
い
、
支

援
す
る
こ
と
で
、虐
待
防
止
に
努
め
て
い
く
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
、「
地
域
の
相
談

窓
口
ご
案
内
」
と
い
う
チ
ラ
シ
を
活
用
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
チ
ラ
シ
を
見
て

も
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
わ
か

り
づ
ら
い
と
感
じ
る
。
支
援
を
要
す
る
方
、

相
談
し
た
い
方
か
ら
連
絡
し
て
い
た
だ
け

る
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

チ
ラ
シ
は
、
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
で
配
布
し
て
い
る
が
、

地
域
の
方
々
が
支
援
機
関
に
つ
な
が
る
た

め
に
は
、
出
向
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
た
め
、
地
域
の
方
々
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
を
も
と
に
、
各
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

訪
問
を
行
い
、
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

答

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を

社
会
福
祉
協
議
会
の
経
営
改
善
を

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
泰
典

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
米
川
　
勝
利
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は
、
三
島
医
療
圏
の
脱
退
も
視
野
に
入
れ
た

早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

救
急
受
け
入
れ
の
制
限
に
つ
い
て

は
、
患
者
受
け
入
れ
が
困
難
な
場

合
、
他
の
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
救
急

患
者
へ
の
対
応
を
行
う
な
ど
、
地
域
全
体
で

救
急
医
療
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
セ
ン
タ
ー
は
、
三
島
医
療
圏
に
お
け
る
唯

一
の
三
次
救
急
医
療
機
関
（
※
１
）
で
あ
る

た
め
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
、
し
っ
か
り
と
考

え
て
い
く
。

重
要
と
考
え
る
が
、
移
動
支
援
に
つ
い
て
、

現
状
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

高
齢
者
の
移
動
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
か
ら
公
共
交
通
の
利
用

を
基
本
に
、
山
間
部
等
に
お
い
て
、
地
域
内

の
移
動
支
援
方
法
を
地
域
の
住
民
と
一
緒
に

検
討
し
て
い
く
。

三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
本
市

の
関
係
に
つ
い
て
、
現
在
約
１
億

円
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
救
急
受
け
入
れ
が
制
限
さ
れ
て
い
る

と
の
報
道
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。
ま
た
、

多
く
の
税
金
を
投
入
し
な
が
ら
も
、
機
能
し

て
い
な
い
救
命
救
急
の
あ
り
方
に
つ
い
て

月
補
正
予
算
へ
、
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
国
有
地

取
得
費
用
等
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
度
当

初
予
算
へ
の
計
上
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
れ

以
外
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
末

を
め
ど
と
し
て
方
向
性
を
検
討
し
、
総
事
業

費
の
概
算
額
を
示
せ
る
と
考
え
る
。

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
に

つ
い
て
、
平
成
30
年
度
は
656
件
、

今
年
度
も
現
在
202
件
の
申
請
が
あ
り
、
順
調

に
推
移
し
て
い
る
が
、
返
納
さ
れ
た
方
の
ほ

と
ん
ど
が
市
街
地
の
住
民
で
、
山
間
部
の
方

は
積
極
的
な
返
納
を
さ
れ
て
い
な
い
。
一
時

的
な
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
返
納
後
の
高
齢

者
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に

答

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
（
※
２
）
に

よ
る
施
設
内
備
品
や
関
連
費
用
を

加
え
た
市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
の
整
備
事

業
設
計
、
施
工
業
務
等
の
概
算
事
業
費
が
約

152
億
８
千
万
円
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
基

本
計
画
で
示
さ
れ
た
概
算
事
業
費
119
億
円

か
ら
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
は
、

元
市
民
会
館
の
解
体
工
事
や
、
南
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
国
有
地
取
得
等
の
費
用
は
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
今
後
の
さ
ら
な
る
増
額
を
危
惧
し

て
い
る
。
総
事
業
費
の
見
込
み
は
、
い
つ
示

せ
る
の
か
。

現
時
点
で
想
定
し
て
い
る
総
事
業

費
の
算
出
時
期
は
、
北
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
拡
張
工
事
費
に
つ
い
て
は
今
年
度
９

問

生
活
保
護
受
給
者
つ
い
て
、
４
月

24
日
に
近
隣
住
民
か
ら
対
象
者
の

様
子
を
確
認
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
が
、

担
当
課
は
す
ぐ
に
確
認
に
行
か
ず
、
５
月
中

旬
に
確
認
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
既
に
亡
く
な

ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
な
ぜ
３
週
間
も
放
置
し
た
の
か
。
市
は

こ
の
件
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。本

件
は
、
対
象
者
が
痩
せ
て
い
る

と
近
隣
住
民
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た

が
、
連
絡
者
か
ら
対
象
者
が
日
常
生
活
を
継

続
し
て
い
る
状
況
を
確
認
で
き
た
た
め
、
緊

急
性
は
な
い
も
の
と
判
断
し
、
５
月
15
日
に

訪
問
し
た
。
日
常
生
活
を
継
続
で
き
て
い
る

状
況
か
ら
の
突
然
死
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
事
案
の
予
見
は
難
し
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
他
の
対
応
策
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
本
件
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
今
後

の
支
援
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

問

前
頁
つ
づ
き

答

問

答

（※２）デザインビルド方式：設計と施工を一括実施する手法のことで、施工を見据えた効率的・効果的な設計が可能となる。  

答

問 を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

多
額
の
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
福
祉
基
金
を
取
り
崩
し

な
が
ら
運
営
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
長
期

的
な
財
政
運
営
方
針
の
策
定
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。
今
年
度
中
に
、
計
画
の
作
成
を
前

提
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
て
い
く
。

答三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
は

市
民
会
館
跡
地
活
用
の
総
事
業
費
は

免
許
証
返
納
後
の
高
齢
者
の
移
動
支
援
を

生
活
保
護
世
帯
の
安
否
確
認
は

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
辰
見
　
　
登

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
　
守

解体工事中の元市民会館（駅前四丁目）

三島救命救急センター（高槻市南芥川町）

（※１） 三次救急医療機関：心肺停止、 大やけど等の生命の危険に瀕している状況の救急患者に対し、 高度な医療を
24 時間体制で提供する医療機関。
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市
議
会

だ
よ
り

自由民主党・
絆 公 明 党 大阪維新の会 いばらき

未来の会 日本共産党 会派に所属
しない議員

結
　
果

福
丸
　
孝
之

上
田
　
光
夫

上
田
　
嘉
夫

大
村
　
卓
司

青
木
　
順
子

松
本
　
泰
典

河
本
　
光
宏

篠
原
　
一
代

坂
口
　
康
博

大
野
　
幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

萩
原
　
　
佳

岩
本
　
　
守

安
孫
子
浩
子

稲
葉
　
通
宣

友
次
　
通
憲

朝
田
　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中
　
　
剛

桂
　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川
　
勝
利

辰
見
　
　
登

人
　
事
　
案
　
件

人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて
【髙田 潤子 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

答申
（適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて
【渡邉 福子 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

答申
（適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて
【田畑 敬 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○

答申
（適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて
【入交 享子 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

答申
（適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて
【道満 正義 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○

答申
（適任）

専
決

処
分

専決処分につき承認を求めることについて
（茨木市市税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

条
　
　
　
　
　
例

茨木市介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市大阪大学地区地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市庄一丁目地区地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市建築基準法施行条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市火災予防条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
　
の
　
他

茨木市有功者を定めることについて【大塚 康央 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
町及び字の区域並びに名称の変更等について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
動産（消防ポンプ自動車）取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
動産（救急自動車）取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
動産（高度救命処置用資機材）取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補
正
予
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

（ ○：賛成、×：反対、－：欠席 、退：退席）

　月定例会議決結果６

件　　　 　名

◎日米地位協定の抜本改定を求める意見書
　…………………………………【原案可決】
◎信頼される政府統計を目指してさらなる  
　統計改革を求める意見書……【原案可決】

　６月定例会で可決された意見書を関係
機関に送付しました。

可決された意見書

◆議長（下野巖議員）は採決に加わりません。
◆６月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、６月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

会派・議員名

全国市議会議長会表彰
　令和元年６月 11日に開催されました「全国市議会議長会第 95回
定期総会」において、市議会議員として長きにわたり、地方自治の
発展と振興に貢献した功績により、３人の議員が表彰を受けました。

福丸　孝之 議員
議員 10 年

岩本　守 議員
議員 15 年

桂　睦子 議員
議員 20 年

令和元年度大阪府茨木市一般
会計補正予算（第１号）

［組み替え動議］

［原案］{
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